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１．はじめに 

 わが国の国土は，その地形，地質条件から地すべりや岩盤崩壊などの地盤災害が毎年多数発生している．ひ

とたび大規模な地盤災害が発生すると，道路や鉄道などが遮断され集落が孤立化したり，人命に関わる大事故

に直結する場合も少なくないため，災害発生に先立ってその前兆を予見する技術の確立が維持管理の観点から

も求められている．特に北海道では大規模な岩盤崩落が多発しておりこうした技術に対する期待が大きい． 
 古くから，岩石や地盤の破壊に先行して微小な電位が発生することが知られており，ギリシャでの VAN 法

に代表される地震予知などの分野で研究されてきた 1)．筆者らはこの微小電位をモニタリングすることによっ

て，岩盤崩落や斜面崩壊の予測，あるいは危険斜面の健全度評価のための新しい手法として適用すべく研究を

進めてきた 2)，3)，4)． 

 本稿では積雪寒冷地において，微小電位観測による地すべり運動の検出，あるいは予測に対する適用性を検

証する目的で，現在も滑動中の地すべり地において観測を開始したのでその概要について報告する． 
２．観測現場の概要 

 微小電位観測現場は，北海道にある現在滑動中の

地すべり地である．当該地すべりは，最大で幅 150m，

長さ 200m，深さ 20m の規模を有し，昭和 57 年ごろ

から継続的に緩慢な変動を繰返している．図-1 に示

すように，当該地は明瞭な頭部滑落崖と緩やかで平

坦に近い中腹斜面を有し，末端部は急斜面で河川に

至る典型的な地すべり地形を呈す． 

最近の地すべり運動を裏付ける変状として，地すべ

り末端部にある幹線道路舗装面のクラックのほか，

鋼製の橋桁の変形，橋台コンクリートのクラックな

どが認められる．当該地すべりは積雪寒冷地という

条件から，融雪期の地下水上昇が誘因となって 4～5

月に大きく滑動するという特徴がある． 

３．微小電位観測システムの概要 

 図-2，図-3に微小電位観測システムを示す． 

 微小電位の観測は，地すべり運動による変状が最

も顕著に現れている末端部に 6 箇所の観測点を設け

て常時観測している．観測方法は，銅製の棒状電極

を地中約 1.5m の深度に埋設するとともに，地すべり

ブロック外に共通電極を設け，それぞれの観測点と 

 
図-1 微小電位観測現場の地すべり分布の概要
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共通電極との電位差をモニタリングしている．また，

地すべりにより圧縮力を受けていると考えられる橋

台の基礎コンクリートには，貼付け型の表面電極を

設置して共通電極との電位差をモニタリングしてい

る．その他に，気温，湿度，地中温度，および雨量

等の気象データを観測局と基地局で測定している． 

 通信用の回線が確保できる基地局は観測現場から

約 1km 離れているため，観測データの送信は観測局

から無線モデムを介して一旦基地局に送信し，基地

局からインターネット経由で観測専用サーバーに転

送し，ユーザーは WEB 上で閲覧，ダウンロードでき

るようなシステムとした． 

 観測局～基地局間の無線データ通信の信頼性向上

のため，観測局は積雪対策も兼ねて高さ 1.5m の架台

上に構築し通信用アンテナの見通しを確保した． 
 

図-2 微小電位観測電極の配置 

 

図-3 微小電位観測システム 

４．まとめ 

 本観測を開始してから現在のところ，常時観測システムは大きなトラブルも無く機能している． 

 原稿作成段階では，地すべりが活発化する融雪期をまだ経験していないが，地下水位や降雨に反応して微小

電位が変動する傾向は出ている．今後は，併設したパイプひずみ計等の観測結果と照らし合わせて，地すべり

運動にともなう微小電位変動の傾向について検証する計画である． 
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